
(1) 担当支部： 東九州支部 9193
分水嶺区分 2005年 1月 10日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
安東桂三 9193

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 伏木峠
分水嶺到達点K048 伏木峠 130 59 33 22 52.5 410.0 10:40
　 471mピーク 130 59 33 22 48.0 470.0 11:03 11:05 B-2

485mピーク 130 59 33 22 45.1 485.0 11:20 11:23 B-2
490mピーク 130 59 33 22 43.7 490.0 11:30 11:31 B-2
510mピーク 131 0 33 22 34.7 510.0 11:47 11:50 B-2

K049 561.2mピーク 131 0 33 22 40.5 561.0 12:15 12:25 B-2
市町境界と林道の交点 131 0 33 22 41.4 520.0 12:55 B-2

分水嶺離別点 奥耶馬トンネルの上 131 1 33 22 19.3 490.0 13:45 B-2
歩行終了点 大石トンネルの南側下山 14:22 A-2

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを記
入してください

点名 等級 方位

K049 561.2mピーク 不明 正しい

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

大行司

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

56.7

38.6
45.9
55.1

経度E
秒

①
②
⑤裏耶馬渓

41.7

日田市から国道212号を北上し、旧国道の伏木峠に至る
伏木峠から大石峠まで、日田スギの植林地内の緩やかな尾根

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

会員番号：安東 桂三
(3)山行日：K048伏木峠～K049△561.2～奥耶馬トンネル上

事務局整理記入欄 東九州－3
曇りのち晴

⑤

1名 名

大行司
裏耶馬渓
裏耶馬渓

四角全て欠けている（photo番号３）

18.1
1.8

裏耶馬渓

裏耶馬渓

17.5

保存
状況

不良

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

　　　　(1) 561.2mの三角点(K049)の三角点⑤　　　　　　　　

④　植林地は手入れされておらず放置されているところ多し。風倒木も多い。

特記事項

裏耶馬渓
⑥

3時間23分総歩行時間（休憩時間を除く）：

① 490mのピークにＮＴＴの基地局あり（ＮＴＴドコモ九州伏木基地局）

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名

(8)～(11)の
特記

事項等との

　　　　(2) 大石トンネル南側（半ば崩壊した巣堀のトンネル）⑥

　　 しまうような尾根である。
③ 分水嶺と言っても、緩やかな尾根であり、雨水が瀬戸内海あるいは東シナ海に向かって流れると言うよりも、土中にしみこんで
② 地形図の針葉樹はスギ、ヒノキの植林地。おおむね地形図どおり。

   写真説明：



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

                       (1) 561.2mの三角点(K049)の三角点⑤

                                                                                                    (2) 大石トンネル南側（半ば崩壊した巣堀のトンネル）⑥
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